当日の行動内容と準備リストです。

１）野外実習

・江ノ島駅集合

　地図配布。現在地の確認。GPSの起動。プリント配布。

・片瀬東浜へ移動、砂の採取。ルーペで砂の観察。特に黒雲母に注意。

・徒歩で江ノ電江ノ島駅へ

・鎌倉高校前下車、徒歩で海岸へ。ルーペで砂の観察。輝石の区別。

・海岸線を移動。漂着物観察。穿孔貝の観察。

・飛砂の観察

・稲村ヶ崎で、基盤岩の観察。重鉱物砂の鉱物観察、磁石で砂鉄チェック
・由比ヶ浜へ移動（基本は徒歩移動）

・由比ヶ浜で砂の観察。黒雲母？

・フジノハナガイなど、砂浜の生物観察。

・現地解散。センターで再集合。

２）室内実習

・砂の拡大観察（CCDセットの準備）

・砂の鉱物の同定（プリント配布）

・塩酸による生物源粒子（CaCO3）の確認

・カシミール３Ｄによる、行程の確認。地形断面図作成。

・砂の造岩鉱物標本の作成（チャック付ビニール袋、つまようじ、実体鏡）

進め方

①野外での観察事項とサンプルの確認。
②砂から鉱物を取り出す　：識別・同定のこつ
③生物源粒子を見分ける　：希塩酸で観察
④（講義）砂の鉱物が意味すること　・・・地殻を砂で読む
　神奈川の砂は特殊＝プレート境界の変動帯ならではの砂。
機材関係

・GPSはこちらで3台用意。電池は別。単3を2本ずつ。充電式があれば。

・クリノメーターは特に使わない。方向だけ確認。

・カシミール３Ｄは、インストール済みのPCを持参するが、あらかじめセ

ンターのパソコンにも入れておきたい。なお、ハンディGPSの接続ケーブル

確認。USBドライバー必要かも。（CD同梱のはず）

・地図1:10000を必要部分のみコピー。

・造岩鉱物表とカラー写真はこちらで印刷し持参。

・チャック付きポリ袋、ルーペなどの必要数を確認。

・ハンマー等は不要

・平机の面積確認。人数により、狭い場合ちょっとたいへん。

・水をくんでおくバケツ。必要に応じて砂を洗うかも。

・ラベル用紙の印刷。原稿はあり。

・参考論文の印刷。

・参考書リスト・・・できれば。
・「砂の科学」希望者に貸し出し

・チャック付きポリ袋の配布　現地用に大きいもの5×20名、室内用に8×20名
・カシミール３Dの利用法の紹介
